
　12月定例会の内容をわかりやすくお伝えします。
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　令和７年12月の選挙によって選ばれた新議員による臨時会が開催
されました。
　これから４年間、市政のチェックなどを行う議決機関として、新た
な議会がスタートしました。

令和８年第１回臨時会開催



　
こ
の
た
び
私
た
ち
は
、
旭
市
議
会
の
正
副
議
長
を
拝
命
い
た

し
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
負
託
の
重
さ
を
胸
に
、
公
正
・

透
明
で
わ
か
り
や
す
い
議
会
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
現
在
、
旭
市
を
取
り
巻
く
課
題
と
し
て
、
人
口
減
少
、
地
域

経
済
の
活
力
低
下
、
防
災
力
の
強
化
、
医
療
・
福
祉
の
持
続
性
、

教
育
環
境
の
充
実
、
脱
炭
素
や
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対
応
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
私
た
ち
は
、
活
発
な
議
論
と
秩
序
あ
る
進
行

を
両
立
さ
せ
、
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
実
効
性
あ
る
審
議
を
進

め
ま
す
。

　
市
民
の
声
こ
そ
議
会
の
原
点
で
す
。
傍
聴
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
配
信
、
請
願
・
陳
情
等
を
通
じ
た
多
様
な
意
見
を
市
政
に
反

映
し
て
ま
い
り
ま
す
。
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
旭
市
の
実

現
に
、
正
副
議
長
一
体
で
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

副
議
長

　  

井
田 

孝 

議
員

議　

長

　  

宮
内 

保 

議
員

前列左側より、伊藤房代委員、﨑山華英委員長、永井孝佳副委
員長、松木源太郎委員
後列左側より、宮内保委員、金澤雅哉委員

総務常任委員会

前列左側より、伊藤房代委員、島田恒委員長、﨑山華英副委員
長、宮澤芳雄委員
後列左側より、 桐文夫委員、飯嶋正利委員

議会運営委員会

第１回

臨 時 会

新
正
副
議
長
就
任

　

１
月
21
日
に
令
和
８
年
第
１
回
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
臨
時
会
は
、

旭
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
後
の
初
議
会
で
、
正
副
議
長
が
選
出
さ
れ
た
ほ
か
、
議
長

に
よ
っ
て
各
委
員
会
委
員
が
選
任
さ
れ
、
新
た
な
議
会
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
と
臨
時
会
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

正副議長就任
あいさつ
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議会の運営を円滑にすることを目的
として、議会全般について協議、意
見調整を図ります。

議会運営委員会

市議会

必要がある場合に議会の議決で設置
されます。第1回定例会に予算、第３
回定例会に決算の特別委員会が設置
されます。

特別委員会
予算審査特別委員会

決算審査特別委員会

市では３つの常任委員会が設置され
ており、議員は必ずいずれかの常任
委員会に所属することになります。

常任委員会市では３つの常任委員会が設置され
ており、議員は必ずいずれかの常任
委員会に所属することになります。

常任委員会 総務常任委員会

文教福祉常任委員会

建設経済常任委員会

委員会とは
　委員会は、本会議で全議員によって審議を進めるより、委員会
ごとに分担を決め審査することで、より効率的で効果的な審議が
行えるため設置しています。常任委員会の所管や定数など、詳し
くはホームページをご覧ください。 市議会の構成

前列左側より、遠藤保明委員、常世田正樹委員長、平山清海副
委員長、 桐文夫委員
後列左側より、髙 美千子委員、島田恒委員

建設経済常任委員会

前列左側より、木内欽市委員、伊場哲也委員長、戸村ひとみ副
委員長、宮澤芳雄委員
後列左側より、飯嶋正利委員、井田孝委員、伊藤春美委員

文教福祉常任委員会

委員会ってなんだろう？CHECK

　市の業務はとても広い範囲にわたるため、議案を分野ごとに各委員会に付託します。付託後は各委
員会で審査して結論を出し、各委員会の委員長が審査結果を報告します。その報告をもとに話し合い、
議案に賛成か反対かを多数決で決めます。
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新たに選ばれた議員を紹介します 令和8年第１回　臨 時 会
　この臨時会では、市長より監査委員の選任の人事案件と令和７年度旭市一般会計
補正予算の専決処分の２議案が提出され、いずれも全員賛成で同意、承認されました。

議
案
番
号

件　
　
名

審
議
結
果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19
金
澤　
雅
哉

髙

美
千
子

戸
村
ひ
と
み

常
世
田
正
樹

伊
藤　
春
美

伊
場　
哲
也

平
山　
清
海

﨑
山　
華
英

永
井　
孝
佳

井
田　
　
孝

島
田　
　
恒

桐　
文
夫

遠
藤　
保
明

宮
内　
　
保

飯
嶋　
正
利

宮
澤　
芳
雄

伊
藤　
房
代

木
内　
欽
市

松
木
源
太
郎

 市　長　提　出　議　案
１ 旭市監査委員の選任につき同意を求めることについて 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 退 〇

２ 専決処分の承認について（令和７年度旭市一般会
計補正予算） 承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇

○＝賛成　×＝反対　退＝退席　議＝議長
※議長は採決に加わりません。

令和８年第１回臨時会 審議結果一覧

人
事
案
件

議案  第１号

監
査
委
員
の
選
任

監
査
委
員
に　
　
　
　
　
　

木
内
欽
市
議
員
が
選
任

　
地
方
自
治
法
第
１
９
６
条
第
１
項

の
規
定
に
よ
る
、
市
長
が
議
会
の
同

意
を
得
て
、
議
員
の
う
ち
か
ら
選
任

す
る
監
査
委
員
に
、
木
内
欽
市
議
員

が
選
任
さ
れ
た
。

専
決
処
分

議案  第２号

令
和
７
年
度
旭
市　

一
般
会
計
補
正
予
算

子
ど
も
一
人
あ
た
り
２
万
円

を
支
給
す
る
費
用
を
補
正

　

国
の
「
『
強
い
経
済
』
を
実
現
す

る
総
合
経
済
対
策
」
を
踏
ま
え
た

「
物
価
高
対
応
子
育
て
応
援
手
当
」
に

つ
い
て
、
迅
速
に
対
象
者
に
支
給
で

き
る
よ
う
、
国
か
ら
年
内
の
予
算
化

の
要
請
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
12
月

19
日
に
専
決
処
分
し
た
も
の
で
、
議

会
の
承
認
を
求
め
る
も
の
。
歳
入
歳

出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
１
億
6
9
0
0

万
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
を

3
5
7
億
9
0
0
万
円
と
し
た
。
１

億
6
9
0
0
万
円
の
増
は
、
物
価
高

対
応
子
育
て
応
援
手
当
給
付
事
業

に
よ
る
も
の
で
、
児
童
手
当
支
給
対

象
児
童
を
養
育
す
る
父
母
等
に
対
し
、

子
ど
も
一
人
あ
た
り
２
万
円
を
支
給

す
る
。

問
父
母
等
に
対
し
て
２
万
円
の
給

付
と
の
こ
と
だ
が
、
何
人
く
ら

い
を
想
定
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
何

歳
か
ら
何
歳
ま
で
の
子
ど
も
が
対
象

な
の
か
。

答
対
象
と
な
る
児
童
は
０
歳
か
ら

18
歳
ま
で
の
8
2
2
0
人
を
見

込
ん
で
お
り
、
対
象
者
の
父
母
等
と

し
て
は
4
7
8
0
人
を
見
込
ん
で
い

る
。問

こ
の
事
業
を
行
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
期
待
し
て
い
る
事
柄
、
ど

ん
な
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

答
事
業
の
効
果
と
し
て
、
国
の
方

で
は
、
物
価
高
の
影
響
が
長
期

化
し
、
様
々
な
人
に
影
響
が
及
ぶ
中
、

そ
の
影
響
を
特
に
強
く
受
け
て
い
る

子
育
て
世
帯
に
対
し
て
の
支
援
と
い

う
こ
と
な
の
で
、
物
価
高
騰
の
煽
り

を
受
け
て
い
る
、
そ
う
い
っ
た
方
々

に
対
し
て
、
経
済
的
支
援
と
し
て
の

意
味
が
あ
る
。

木内 欽市議員

一部事務組合等議会議員を選出

　一部事務組合とは、地方公共団体の事務の
一部が１市町村では対応できない、あるいは広
域で取り組んだほうが効率的であるなどの理由
で設立される組合のことで、構成市町村の議
会議員から組合・連合議会議員を選出します。

東総地区広域市町村圏事務組合議会議員
宮内保議員（議長）、松木源太郎議員、飯嶋正
利議員
東総衛生組合議会議員
井田孝議員、永井孝佳議員、平山清海議員
東総広域水道企業団議会議員
宮内保議員（議長）、遠藤保明議員
千葉県後期高齢者医療広域連合議会議員
伊場哲也議員

※�（議長）については、一部事務組合等の規約により
議長充て職となっている。

※木内欽市議員の退席は、地方自治法第117条の除斥による退席。除斥についての解説は16ページ。
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1 金
か な ざ わ

澤 雅
ま さ

哉
や

（１期目）
080-2395-8441

無所属

6 伊
い

場
ば

 哲
て つ

也
や

（２期目）
64-1772
無所属

� 島
し ま

田
だ

 恒
わたる

（３期目）
55-5188
無所属

� 宮
み や

澤
ざ わ

 芳
よ し

雄
お

（５期目）
090-3202-9367

無所属

7 平
ひ ら や ま

山 清
き よ

海
み

（３期目）
090-3544-7947

無所属

� 伊
い

藤
と う

 房
ふ さ

代
よ

（７期目）※

62-2827
公明党

4 常
と こ

世
よ

田
だ

 正
ま さ

樹
き

（２期目）
080-5402-0966

無所属

9 永
な が

井
い

 孝
た か

佳
よ し

（３期目）
57-3727
無所属

� 宮
み や

内
う ち

 保
たもつ

（４期目）
57-2342
無所属

� 松
ま つ

木
き

 源
げ ん

太
た

郎
ろ う

（９期目）※

63-3750
日本共産党

3 戸
と

村
む ら

 ひとみ
（２期目）

080-9150-3378
無所属

8 﨑
さ き

山
や ま

 華
は な

英
え

（３期目）
090-4006-9612

無所属

� 遠
え ん

藤
ど う

 保
や す

明
あ き

（３期目）
68-2065
無所属

� 木
き

内
う ち

 欽
き ん

市
い ち

（８期目）※

090-3090-5185
無所属

5 伊
い

藤
と う

 春
は る

美
み

（２期目）
57-6435
公明党

� 井
い

田
だ

 孝
たかし

（３期目）
090-3237-4564

無所属

� 飯
い い

嶋
じ ま

 正
ま さ

利
と し

（５期目）
62-2858
無所属

※については、合併前の期数を含む。

2 髙
た か は し

◯ 美
み ち こ

千子
（１期目）

080-4382-1804
参政党

議席番号　氏名
（期数）
電話番号
政党名等

� 片
か た

桐
ぎ り

 文
ふ み

夫
お

（３期目）
85-5537
無所属

新たに選ばれた議員を紹介します
令和７年12月21日に、任期満了に伴う市議会議員選挙が行われ、新議員が選ばれました。
新しく２人の議員が加わり、顔ぶれが変わった旭市議会。新たな力と経験を生かし、
多様な視点でより良いまちづくりを目指して動き出します。

議員名簿

55 あさひ議会だより　第80号あさひ議会だより　第80号



使用料の新旧比較（一部抜粋）

施設名 区分 旧 新

海上健康増進
センター

トレーニン
グルーム・
温水プール

一般 400 円／回 600 円／回

高校生 200 円／回 300 円／回

いいおかけん
こうセンター

フィットネ
スルーム

一般 250 円／回 400 円／回

高校生 120 円／回 200 円／回

コミュニティ
センター みそ製造

市民 100 円／㎏ 200 円／㎏

市民以外 200 円／㎏ 400 円／㎏

みたま苑 旭 火葬（大人）
市民 8000 円／体 9000 円／体

市民以外 50000 円／体 55000 円／体

旭市長熊釣堀
センター

一般（市民）
1000 円／回

1000 円／回

一般（市民以外） 1300 円／回

小学生（市民）
500 円／回

500 円／回

小学生（市民以外） 650 円／回

6

市長提出議案
◦予算案件������������������３件
◦条例案件���������������� 12件
◦人事案件������������������１件
◦その他案件��������������５件

条
　
　
例

議案  第10号

旭
市
使
用
料
及
び
手
数
料
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

公
共
施
設
の
使
用
料
を
見
直
し

　
令
和
３
年
度
に
使
用
料
の
見
直
し
を
行
っ
て
以

来
、
約
５
年
が
経
過
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
使

用
料
・
手
数
料
の
適
正
化
に
係
る
基
本
方
針
」

を
定
め
、
こ
の
方
針
に
基
づ
き
、
改
め
て
施
設
の

維
持
管
理
費
等
を
検
証
し
た
。
そ
の
結
果
、
近

年
の
急
激
な
物
価
高
騰
等
の
影
響
を
受
け
、
前

回
の
見
直
し
時
と
の
比
較
で
、
管
理
運
営
経
費

が
年
間
約
5
0
0
0
万
円
増
加
し
て
お
り
、
受
益

者
負
担
の
公
平
性
を
考
慮
し
た
適
正
な
料
金
設

定
を
行
う
た
め
、
条
例
の
改
正
を
行
う
。

問
海
上
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
に
関
し
て
、

シ
ニ
ア
層
が
利
用
者
の
中
心
に
な
っ
て

お
り
、
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
を
目
的
と
し
た

施
設
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
利
用
実
態
を
踏
ま

え
て
、
特
別
な
考
慮
や
調
整
が
算
定
時
に
行
わ

れ
た
の
か
。

答
現
行
料
金
の
１
・
５
倍
程
度
と
す
る
こ

と
で
、
過
度
な
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う

調
整
し
た
。
高
齢
者
の
利
用
が
多
い
こ
と
も
踏

ま
え
、
公
共
性
の
高
い
施
設
と
し
て
、
利
用
し

や
す
さ
を
確
保
す
る
設
定
と
し
て
い
る
。

議案  第14号

旭
市
火
災
予
防
条
例
の

一
部
改
正

林
野
火
災
の
予
防

　
火
災
の
予
防
上
注
意
を
要
す
る
と
き
に
林
野

火
災
注
意
報
や
林
野
火
災
警
報
を
発
令
し
、
火

災
予
防
の
実
効
性
を
高
め
る
た
め
、
条
例
の
改

正
を
行
う
。

問
国
が
統
一
的
に
各
地
方
公
共
団
体
に
林

野
火
災
の
注
意
報
に
つ
い
て
、
新
し
い

方
法
で
や
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
こ
と
で
設

け
た
も
の
だ
と
思
う
が
、
今
回
の
改
正
で
気
を

付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
何
か
。

答
市
民
に
気
を
付
け
て
も
ら
い
た
い
こ
と

は
、
林
野
火
災
警
報
の
前
段
と
し
て
林

野
火
災
注
意
報
が
発
令
さ
れ
た
場
合
に
は
、
屋

外
に
お
け
る
火
の
取
扱
い
の
制
限
が
努
力
義
務

と
し
て
課
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
努
力
義
務

な
の
で
、
罰
則
等
の
規
定
は
な
い
が
、
林
野
火

災
注
意
報
発
令
時
に
は
、
火
の
取
扱
い
に
関
し

て
、
火
災
予
防
の
観
点
か
ら
理
解
を
得
て
、
火

の
取
扱
い
を
中
止
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
る
。

　この定例会には、令和７年度旭市一般会計補正予算、条例の制定・一部改正、財産の
処分など21議案が市長より提出され、いずれも原案のとおり可決・同意されました。
　質疑と答弁の要旨の一部は次のとおりです。ＱＲコードを読み取ると議案質疑の録画
映像をご覧いただけます。

第４回
定例会

議 案 審 議
会期　11月６日～11月27日（22日間）
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常任委員会審査  　　　Ｑ＆Ａ

建設経済常任委員会
和解及び損害賠償の額を定めることに
ついて（議案第19号）

Ｑ 観光街路灯の落下は劣化による
ものなのか。

Ａ 落下は劣化に伴うもので、平成
２年から６年にかけて、旧飯岡

町で整備したものを　平成14年度か
ら順次、更新してきたが、未更新だっ
たものが台風によって落下した。

Ｑ 観光街路灯は何基設置されてい
るのか。

Ａ 観光街路灯は三川地区の目那川
から飯岡漁港に至る箇所と国道

126号から飯岡刑部岬展望館に至る市
道に連続して、全体で114基設置して
いる。

Ｑ 損害賠償額131万9713円の内
訳は。また、事故の状況を伺う。

Ａ 修理費が86万3711円、代車代
が42万5700円、レッカー費が

３万302円。代車代については、業者
がお盆休み期間中であり、期間が長く
なったため、高額となった。事故はい
いおかみなと公園から漁港方面へ向か
う途中、落ちた街路灯が車に当たった
というもの。

審査結果
委員会付託の３議案について、全員賛
成で原案のとおり可決。

114基設置されている観光街路灯

議案や請願・陳情を分野別に各委員会に振り分け、専門的に審査をします。審査後は、
賛成・反対を決め、本会議で報告します。質疑と答弁の要旨の一部は次のとおりです。
詳しい内容を知りたい場合は３月中に掲載予定の会議録をご覧ください。

旭市議会
会議録検索
システム

文教福祉常任委員会
令和７年度旭市一般会計補正予算の議
決について（議案第１号）

Ｑ ３款１項２目 民生費の自立支援
給付事業について、当初予算か

ら増となった理由は。

Ａ 共同生活援助給付費は、当初
116人を見込んでいたが、上半

期の状況から最終的に122人の利用を
見込んでいる。障害のある方が症状の
悪化や、退院から在宅になる間のグ
ループホームの利用という形で増えて
いる状況。また、生活・療養介護給付
費は、当初189人を見込んでいたが、

最物終的には192人の見込みとした。
工事請負契約の締結について（旭市立
ひかた椿小学校統合大規模改造工事

（建築））（議案第18号）

Ｑ 現在、どこの自治体でも、物価
高騰により落札できない状況が

続いている。２者が４億8000万円台
で見積りを提出しており、工事が進む
中で補正が必要になる状況になること
も考えられるが、そういうことがない
ように執行してほしい。

Ａ 物価高騰や工事の中で変更等が
あった場合は、約款に基づき工

事業者と管理業者、市で協議を行いな
がら工事を進めていく。大規模な改造
工事であり、仕様の変更や数量の増減
など発生することが想定されるが、定
期的に数量の増減などチェックし、軽
微な調整を進めておき、大幅な金額の
増減や工期の変更等が生じた場合に
は、契約変更ということになる。

審査結果
委員会付託の９議案について、議案第
11号、第18号は賛成多数で、その他
議案は全員賛成で原案のとおり可決。

総務常任委員会
旭市使用料及び手数料に関する条例の
一部を改正する条例の制定について

（議案第10号）

Ｑ 海上健康増進センターは高齢者
の利用が多く、利用を楽しみに

しているが、改定幅が大きいと感じる。
アクティブシニアを増やしていくとい
う市の政策がある中、施設を利用する
ことで医療費や介護、福祉に係る金額
が抑えられると思うが、そうすると今
回の値上げは政策的に違いがあると思
われるが、いかがか。

Ａ まずは、施設の維持管理費が上
がっている。施設の利用者の負

担はそのままで、増えた分を利用しな
い人からの税金で賄うのは、どうかと
いう考えがある。それについては、利
用者負担と税負担のバランスを取りな
がら料金を上げる。そのため、アクティ
ブシニアを増やす政策をないがしろに
するわけではない。

Ｑ 長熊釣堀センターについて、利
用者が離れている状況である。

市外利用者の料金を大きく上げている
が、どのように研究検討したのか。

Ａ 過去３年間の平均原価は、維持
管理経費を利用者数で割った

1315円と算出している。利用者負担
割合を100％とし、施設利用者の９割
以上が市外であることから、新たに市
民と市民以外の区分を設け、市民は据
え置き、市民以外は1300円とした。

審査結果
委員会付託の９議案について、議案第
10号は賛成多数で、その他議案は全
員賛成で原案のとおり可決。
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審議案件一覧

議案
番号 件名と主な内容（件名は一部省略） 付託

委員会
委員会の
審査結果

本会議の
議決結果

 市　長　提　出　議　案

1

令和７年度旭市一般会計補正予算…歳入歳出予算にそれぞれ３億5,300万円を追
加し、予算の総額を355億4000万円とするもの。人事院勧告等を踏まえた人件
費の補正、自立支援給付事業や障害児通所支援事業の利用人数が当初の見込みよ
り増加したため増額するほか、保育所給食の食材費値上がりに伴う賄材料費の増
額などのため補正を行う。

文教福祉 原案可決
原案可決
賛成多数

総　　務 原案可決

2

令和７年度旭市後期高齢者医療特別会計補正予算…歳入歳出にそれぞれ9500万
円を追加し、予算の総額を９億8200万円とするもの。算定に伴い保険料収入の
増額が見込まれるため、現年度分保険料に7658万円を追加し、前年度決算に基
づく繰越金1842万円を補正財源として計上する。収納した歳入は広域連合に納
付する。

文教福祉 原案可決 原案可決
全員賛成

３ 令和７年度旭市水道事業会計補正予算…当初予算で見込んでいない緊急の償還に
より、企業債償還金が不足となるため、1420万5000円の増額を行う。 建設経済 原案可決 原案可決

全員賛成

４

旭市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定…乳児
等通園支援事業とは、通称「こども誰でも通園制度」と呼ばれている事業で、生
後６か月から満３歳未満のこどもを対象に、月一定時間までの利用可能枠の中で、
就労要件等を問わず時間単位で保育所等を利用できる新たな通園給付制度。令和
８年４月からの事業実施に向け、国の基準に従い、新たに条例を制定する。

文教福祉 原案可決 原案可決
全員賛成

5
旭市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例の制定…令和８年
４月から開始する「こども誰でも通園制度」の給付対象として、市が確認した事業
者の運営に関する基準を定めるため、国の基準に従い、新たに条例を制定する。

文教福祉 原案可決 原案可決
全員賛成

６ 旭市議会議員の議員報酬及び旅費等に関する条例の一部改正…令和７年の人事院
勧告及び千葉県人事委員会勧告の趣旨に基づく、期末手当の支給率の改定を行う。総　　務 原案可決 原案可決

賛成多数

７ 旭市特別職の職員の給与に関する条例の一部改正…議案第６号と同様に期末手当
の支給率の改定を行う。 総　　務 原案可決 原案可決

全員賛成

８
旭市一般職の職員の給与に関する条例等の一部改正…令和７年の人事院勧告及び
千葉県人事委員会勧告の趣旨に基づき、期末・勤勉手当の支給率及び給料表等を
改定する。

総　　務 原案可決 原案可決
全員賛成

９ 旭市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正…一般職の常
勤職員との均衡を図る観点から、会計年度任用職員の給料表の改定を行う。 総　　務 原案可決 原案可決

全員賛成

10 旭市使用料及び手数料に関する条例の一部改正…受益者負担の公平性を考慮した
適正な料金設定を行うため、条例の改正を行う。→６ページ参照 総　　務 原案可決 原案可決

賛成多数

11 旭市立保育所条例の一部改正…公立保育所の再編により、日の出保育所ととみう
ら保育所を統合し、とみうら保育所が廃止となることから、条例の改正を行う。 文教福祉 原案可決 原案可決

全員賛成

12

旭市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正…児
童福祉法等の一部改正により、保育所等の職員による虐待通報義務が創設され、
国の定める基準府令が改正となったことから、所要の改正を行うもの。条例改
正の対象となる事業は、家庭的保育事業、小規模保育事業、居宅訪問型保育事業、
事業所内保育事業で、市の認可を受けた事業者は現在市内にはない。

文教福祉 原案可決 原案可決
全員賛成

13
旭市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども･子育て支援
施設等の運営に関する基準を定める条例の一部改正…議案第12号と同様の理由
により改正を行うもの。条例改正の対象となる事業は、市では保育所と認定こど
も園がある。

文教福祉 原案可決 原案可決
全員賛成

14
旭市火災予防条例の一部改正…令和７年２月26日の岩手県大船渡市で発生した
林野火災を受けて、林野火災予防の実効性を高めることが必要であるとされたこ
とを踏まえ、改正する。→６ページ参照

総　　務 原案可決 原案可決
全員賛成

15
旭市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改
正…市が条例で施設等の運営基準を定める際に、従うべき基準として国が定める
基準府令が改正となったことから、条例について同様に改正を行うもの。条例改
正の対象となる事業は、市では各小学校で開設している放課後児童クラブ。

文教福祉 原案可決 原案可決
全員賛成

令和７年  第４回定例会 審議結果一覧
議案はホームページで公開しています。ＱＲコードを読み取ると議案をご覧いただけます。
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マチを好きになるアプリ

ｉＰｈｏｎｅ

議案
番号 件名と主な内容（件名は一部省略） 付託

委員会
委員会の
審査結果

本会議の
議決結果

16

千葉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少、千葉県市町村総
合事務組合の共同処理する事務の変更及び千葉県市町村総合事務組合規約の一部
を改正する規約の制定に関する協議…三芳水道企業団、九十九里地域水道企業団
及び南房総広域水道企業団が解散することに伴う規約の改正について、関係地方
公共団体と協議するにあたり、議会の議決を求めるもの。

総　　務 原案可決 原案可決
全員賛成

17 財産の処分（仁玉スポーツ広場跡地）…仁玉スポーツ広場跡地の土地を売却する。
売却金額は3100万円。売却の相手方は株式会社電洋社。 総　　務 原案可決 原案可決

全員賛成

18 工事請負契約の締結（旭市立ひかた椿小学校統合大規模改造工事（建築））…契約金
額は5億3328万円。契約の方法は随意契約。契約の相手方は島田建設株式会社。 文教福祉 原案可決 原案可決

賛成多数

19
和解及び損害賠償の額を定めること…台風の暴風雨により観光街路灯の灯具が落
下し、乗用車を破損させた損害に対し、損害賠償額131万9713円を支払うべく、
議会の議決を求めるもの。なお、損害賠償金は、全額が保険金より支払われる。

建設経済 原案可決 原案可決
全員賛成

20
損害賠償の額を定めること…上水道の漏水を原因とした市道陥没により、通行車
両１台の一部が破損する事故が発生し、その損害に対する損害賠償額101万955
円について、議会の議決を求めるもの。なお、損害賠償金は、全額が保険金より
充当される予定。

建設経済 原案可決 原案可決
全員賛成

21
人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めること…人権擁護委員１名が任期満
了となるため、後任の委員候補者を法務大臣に推薦するにあたり、議会の意見を
求めるもの。推薦したい方は、米込にお住まいの玉井道子氏。

付託省略 同　　意
全員賛成

議
案
番
号

件　
　
名

審
議
結
果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20
常
世
田
正
樹

伊
藤　
春
美

菅
谷　
道
晴

伊
場　
哲
也

平
山　
清
海

﨑
山　
華
英

永
井　
孝
佳

井
田　
　
孝

島
田　
　
恒

桐　
文
夫

遠
藤　
保
明

林　
　
晴
道

宮
内　
　
保

飯
嶋　
正
利

宮
澤　
芳
雄

伊
藤　
房
代

向
後　
悦
世

景
山
岩
三
郎

木
内　
欽
市

松
木
源
太
郎

 市　長　提　出　議　案

１ 令和７年度旭市一般会計補正予算の議決に
ついて 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 ×

6 旭市議会議員の議員報酬及び旅費等に関する
条例の一部を改正する条例の制定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

10 旭市使用料及び手数料に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可決 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 ×

18 工事請負契約の締結について（旭市立ひかた椿小学校統合大規模改造工事（建築）） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 × 〇 〇 ×

21 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 同意 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○＝賛成　×＝反対　欠＝欠席　議＝議長
※議長は採決に加わりません。

賛否が分かれた議案と欠席者のあった議案

あさひ議会だよりをアプリ「マチイロ」で配信しています

スマホで読もう
「あさひ議会だより」
　年４回（３月、６月、９月、12月）発行している、
あさひ議会だよりを「マチイロ」で配信しています。
　いつでも、どこでも、どなたでも、手軽に議会だ
よりを読むことができます。また、最新号が配信さ
れると自動で通知が届きます。
※�４月１日からはマチイロの変更に伴い、最新号の
みの閲覧になります。

下記ＱＲコードからダウンロード
ページにアクセスできます。

Ａｎｄｒｏｉｄ
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一般質問とは、本会議で議員が行う市政全般に関する質問です。旭市のさまざまな課題など
について、市の考えを聞き、説明を求めます。主な質問と答弁の要旨は次のとおりです。

市政を問う！ 第４回定例会

一 般 質 問

デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
る
課
題
解
決
に
つ
い
て

問
旭
市
全
体
の
Ｄ
Ｘ
の
計
画
が
ど

う
い
う
計
画
で
、
何
を
目
標
に

進
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、
推
進
計
画
と

目
標
の
概
要
、
進
捗
状
況
を
伺
う
。

答
令
和
７
年
３
月
に
決
定
し
た
旭

市
Ｄ
Ｘ
基
本
方
針
で
、「
み
ん

な
に
優
し
い
デ
ジ
タ
ル
で　
み
ん
な
が

つ
な
が
る　
あ
っ
た
か
い
ま
ち
旭
」
と

掲
げ
、
市
民
・
産
業
・
行
政
の
三
つ
の

視
点
か
ら
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
、
デ
ジ
タ
ル

で
住
民
サ
ー
ビ
ス
と
地
域
力
を
高
め
る

た
め
、
市
の
全
体
最
適
化
を
目
指
し
て

い
る
。
具
体
的
に
は
、
行
政
手
続
の
電

子
化
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
、
防
災
、
教

育
、
福
祉
、
農
水
、
商
工
、
観
光
、
人

材
育
成
、
基
幹
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
強
化
、
オ
ー
プ
ン

デ
ー
タ
の
活
用
な
ど
の
推
進
を
想
定
し

て
い
る
。
12
月
改
定
予
定
の
国
の
自
治

体
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
を
考
慮
し
、
本
年
度
、

市
の
計
画
を
策
定
し
、
そ
の
中
で
推
進

計
画
や
推
進
目
標
を
打
ち
出
す
予
定
。

問
英
語
教
育
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
・
課
題
・
今

後
の
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

答
ス
ト
ッ
プ
少
子
化
大
作
戦
の

「
選
ば
れ
る
地
域
づ
く
り
」
関

連
事
業
と
し
て
、
子
育
て
世
代
の
人
口

流
出
を
抑
止
し
、
少
子
化
に
歯
止
め
を

か
け
る
た
め
令
和
４
年
度
か
ら
推
進
し

て
い
る
。
保
育
所
・
幼
稚
園
か
ら
中
学

校
卒
業
ま
で
、
切
れ
目
の
な
い
英
語
教

育
の
充
実
を
目
指
し
た
取
り
組
み
。
現

在
、
10
名
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
４
名
の
テ
ィ
ー

チ
ン
グ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
が
小
学
校
低

学
年
か
ら
外
国
語
に
触
れ
親
し
む
活
動

を
実
施
し
、
外
国
語
に
お
け
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
素
地
を
養
え
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
る
。
英
検
３
級
受
験
料

の
補
助
事
業
は
、
９
年
目
を
迎
え
２
０

０
０
人
を
超
え
る
受
験
が
あ
り
、
約

半
数
が
合
格
し
て
い
る
。
英
検
３
級
程

度
の
英
語
力
を
有
し
て
い
る
生
徒
の
割

合
は
過
去
５
年
間
の
平
均
で
46
・
７
％
。

県
の
目
標
値
で
あ
る
60
％
を
下
回
っ

て
い
る
状
況
で
あ
る
。
引
き
続
き
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
取
り
組
み
や
成
果
を
市
内

外
に
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦�

農
業
Ｄ
Ｘ
の
推
進
と
進
捗
に
つ
い
て

◦
観
光
Ｄ
Ｘ
の
推
進
と
進
捗
に
つ
い
て

◦
交
通
Ｄ
Ｘ
の
取
組
内
容
と
進
捗
状
況

◦
防
災
Ｄ
Ｘ
の
取
組
内
容
と
進
捗
状
況

◦
教
育
Ｄ
Ｘ
の
取
組
内
容
と
進
捗
状
況

◦
行
政
Ｄ
Ｘ
の
取
組
内
容
と
進
捗
状
況

伊場 哲也 議員
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住
み
よ
い
住
環
境
の
確
保
に
つ
い
て

問
飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
対
し
、

善
意
で
不
妊
手
術
を
行
っ
て
い

る
市
民
が
多
数
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の

経
緯
を
踏
ま
え
、
公
益
財
団
法
人
ど
う

ぶ
つ
基
金
の
行
政
枠
へ
の
登
録
を
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

答
飼
い
主
の
い
な
い
猫
を
保
護
し
、

手
術
を
行
い
、
元
の
場
所
へ
戻

す
、
い
わ
ゆ
る
Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動
に
は
不
妊

手
術
を
適
切
に
行
う
仕
組
み
を
構
築
す

る
必
要
が
あ
る
。
現
在
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
や
個
人
に
対
す
る
支
援
方

法
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
か
ら
助
言
を

も
ら
い
検
討
し
て
い
る
。
ど
う
ぶ
つ
基

金
の
行
政
枠
へ
の
登
録
に
つ
い
て
、
申

請
方
法
や
チ
ケ
ッ
ト
の
配
布
方
法
等
も

含
め
、
利
用
し
や
す
い
制
度
と
な
る
よ

う
、
関
係
機
関
の
理
解
を
も
ら
い
な
が

ら
、
現
在
、
登
録
に
向
け
た
準
備
、
検

討
を
行
っ
て
い
る
。

公
共
交
通
網
の
整
備
に
つ
い
て

問
デ
マ
ン
ド
交
通
の
運
賃
を
下
げ

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。
運

賃
が
下
が
れ
ば
利
用
者
が
増
え
、
外
出

機
会
が
増
え
る
。
そ
の
結
果
、
認
知
症

の
予
防
、
健
康
寿
命
が
延
び
る
こ
と
が

期
待
で
き
る
。
医
療
費
の
削
減
な
ど
に

寄
与
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
市
が
い
く
ら

か
の
負
担
を
す
べ
き
で
あ
る
。

答
デ
マ
ン
ド
交
通
の
運
賃
は
、
近

隣
と
比
較
し
て
も
同
等
で
あ
る
。

タ
ク
シ
ー
事
業
者
と
競
合
し
な
い
よ
う

考
え
る
必
要
も
あ
る
た
め
、
値
下
げ
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
検
討
し
て
い
な
い
。

問
デ
マ
ン
ド
交
通
の
利
用
範
囲
に

つ
い
て
、
匝
瑳
市
に
守
医
院
と
、

ひ
が
た
歯
科
医
院
が
あ
り
、
受
診
す
る

た
め
に
デ
マ
ン
ド
交
通
を
利
用
し
た
場

合
、
干
潟
駅
ま
で
し
か
行
か
な
い
。
現

在
の
デ
マ
ン
ド
交
通
の
利
用
範
囲
は
市

内
限
定
だ
が
、
市
内
か
ら
通
院
・
受
診

を
す
る
人
が
多
い
市
境
に
あ
る
医
院
に

一
部
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
伺
う
。

答
以
前
か
ら
医
療
施
設
へ
の
利
用

に
関
す
る
要
望
が
多
か
っ
た
こ

と
を
踏
ま
え
、
令
和
６
年
度
か
ら
車
両

を
１
台
増
車
し
、
区
域
を
ま
た
い
で
医

療
施
設
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

今
後
、
運
行
事
業
者
と
も
協
議
し
な
が

ら
、
市
境
に
あ
る
医
療
施
設
に
つ
い
て

も
対
象
と
な
る
よ
う
検
討
す
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦�

成
田
空
港
第
３
滑
走
路
の
延
伸
に
よ

る
本
市
へ
の
影
響
に
つ
い
て

道
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

問
国
道
沿
い
に
あ
る
タ
イ
ヤ
館
旭

か
ら
有
限
会
社
あ
か
ざ
北
側
交

差
点
ま
で
の
間
、
急
に
道
幅
が
狭
く
な

る
箇
所
や
段
差
が
あ
り
、
歩
行
者
や
自

転
車
が
大
変
危
険
な
状
態
。
安
心
し
て

通
行
で
き
る
よ
う
対
策
で
き
な
い
か
。

答
現
在
、
幅
員
が
狭
い
箇
所
や
段

差
の
解
消
を
図
る
た
め
、
道
路

の
設
計
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
安
心
し

て
通
行
で
き
る
よ
う
整
備
を
進
め
た
い
。

エ
ア
コ
ン
の
設
置
に
つ
い
て

問
熱
中
症
対
策
と
し
て
集
会
所
等

へ
の
エ
ア
コ
ン
購
入
費
に
補
助

は
あ
る
の
か
。

答
天
井
に
埋
め
込
む
ビ
ル
ド
イ
ン

型
で
あ
れ
ば
地
区
集
会
施
設
修

繕
事
業
と
し
て
補
助
金
を
充
て
る
こ
と

が
で
き
る
。

旭
市
の
特
産
品
に
つ
い
て

問
市
の
特
産
品
に
は
ど
の
よ
う
な

も
の
が
あ
る
の
か
。
ま
た
、
そ

の
特
産
品
を
全
国
に
広
げ
る
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
う
。

答
特
産
品
開
発
事
業
は
、
平
成
24

年
度
か
ら
令
和
６
年
度
ま
で
に

サ
ブ
レ
や
も
つ
カ
レ
ー
な
ど
、
43
件
の

商
品
が
開
発
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
商
品
は
道
の
駅
で
販
売
さ
れ
て
い
る

ほ
か
、
旭
市
推
奨
品
認
定
さ
れ
た
品
も

含
め
て
物
産
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
公
表
し
て
い
る
。
ま
た
、
都
市
部

等
で
開
催
さ
れ
る
物
産
展
で
商
品
の
Ｐ

Ｒ
を
し
て
い
る
。

問
市
で
は
商
品
の
開
発
に
こ
れ
ま

で
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し

て
き
た
の
か
。
ま
た
、
現
在
の
取
り
組

み
の
状
況
を
伺
う
。

答
特
産
品
開
発
事
業
は
、
年
度
当

初
に
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
で
募
集
を
行
い
、
応
募
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
審
査
を
し
て
事
業

の
決
定
を
行
っ
て
い
る
。
特
産
品
と
し

て
認
定
さ
れ
た
商
品
は
、
他
の
同
種
の

商
品
と
の
差
別
化
が
図
ら
れ
、
プ
レ
ミ

ア
ム
感
が
創
出
さ
れ
、
高
い
付
加
価
値

が
生
み
出
さ
れ
る
。
魅
力
的
な
特
産
品

が
増
え
る
こ
と
で
、
旭
市
の
知
名
度
向

上
や
地
域
経
済
の
活
性
化
が
図
ら
れ
る

た
め
、
引
き
続
き
開
発
事
業
の
周
知
に

注
力
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦�

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
安
全
対
策
に
つ

い
て

◦
冷
水
機
の
設
置
に
つ
い
て

伊藤 房代 議員

常世田 正樹 議員

ＱＲコードを読み取ると、質問した議員の録画映像がご覧いただけます。
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井田 孝 議員

移
住
・
定
住
の
促
進
に
つ
い
て

問
定
住
促
進
奨
励
金
と
若
者
世
帯

住
宅
取
得
奨
励
金
の
令
和
７
年

度
の
実
績
及
び
課
題
を
伺
う
。

答
10
月
末
現
在
の
実
績
で
、
定
住

促
進
奨
励
金
は
23
件
、
転
入
者

数
は
54
人
、
交
付
額
は
1
5
8
0
万
円
。

若
者
世
帯
住
宅
取
得
奨
励
金
は
10
件
で

世
帯
人
数
は
30
人
、
交
付
額
は
4
0
0

万
円
。
申
請
件
数
は
こ
こ
数
年
横
ば
い

と
な
っ
て
い
る
。

問
こ
の
二
つ
の
奨
励
金
の
執
行
率

が
低
く
、
今
年
度
の
予
算
は
昨

年
度
の
予
算
よ
り
も
減
額
さ
れ
て
い
る
。

建
設
費
が
物
価
高
騰
な
ど
に
よ
り
今
ま

で
の
１
・
５
倍
か
ら
２
倍
と
な
っ
て
お

り
、
若
者
世
帯
が
住
宅
ロ
ー
ン
を
組
め

な
い
、
ロ
ー
ン
ア
ウ
ト
と
な
る
案
件
が

多
く
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
奨

励
金
の
交
付
額
の
上
限
を
引
き
上
げ
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

答
現
時
点
で
見
直
す
予
定
は
な
い

が
、
引
き
続
き
移
住
者
や
若
者

世
帯
の
需
要
動
向
や
今
後
の
財
政
状
況

を
注
視
し
な
が
ら
、
ま
ず
は
多
く
の
人

に
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ

う
周
知
に
努
め
て
い
く
。

農
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

問
第
３
期
総
合
戦
略
の
施
策
１

「
農
水
産
業
の
振
興
」
の
中
で

「
夢
を
も
っ
て
働
く
こ
と
の
で
き
る
持

続
可
能
な
農
水
産
業
を
実
現
し
ま
す
」

と
あ
る
が
、
全
般
的
な
考
え
方
を
伺
う
。

答
本
市
で
は
持
続
可
能
な
農
水
産

業
を
実
現
す
る
た
め
、
生
産
基

盤
の
強
化
や
６
次
産
業
な
ど
の
高
付
加

価
値
化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
特
に

新
規
就
農
者
の
支
援
に
力
を
入
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
昨
年
度
策
定
し
た
地
域
計

画
を
活
用
し
て
、
今
年
度
以
降
も
地
域

の
話
合
い
を
基
本
と
し
た
計
画
の
実
行

と
見
直
し
を
進
め
て
い
く
。

問
持
続
可
能
な
農
水
産
業
の
実
現

の
た
め
に
は
、
収
益
力
を
高
め

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
ブ

ラ
ン
ド
化
や
６
次
産
業
化
な
ど
の
取
り

組
み
が
不
可
欠
で
あ
る
と
思
う
が
、
市

の
見
解
を
伺
う
。

答
ブ
ラ
ン
ド
化
や
６
次
産
業
化
な

ど
に
よ
る
高
付
加
価
値
化
の
取

り
組
み
に
よ
っ
て
各
経
営
体
の
収
益
力

を
高
め
る
こ
と
は
、
持
続
可
能
な
農
水

産
業
の
実
現
の
た
め
に
有
効
な
手
段
の

一
つ
で
あ
る
。
補
助
事
業
の
活
用
な
ど

に
よ
り
支
援
し
、
引
き
続
き
農
水
産
業

の
経
営
の
安
定
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

共
同
親
権
制
度
施
行
に
向
け
た
市
の
対

応
と
子
ど
も
の
権
利
保
障
に
つ
い
て

問
共
同
親
権
制
度
の
導
入
に
よ
り
、

住
民
票
の
写
し
の
交
付
や
転
居

届
な
ど
の
手
続
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が

あ
る
か
。
ま
た
、
片
方
の
親
が
知
ら
な

い
う
ち
に
手
続
が
行
わ
れ
る
可
能
性
は

な
い
か
。

答
住
民
票
の
写
し
の
交
付
請
求
や

転
居
届
等
の
手
続
は
、
住
民
基

本
台
帳
法
等
に
よ
り
法
定
代
理
人
が
手

続
可
能
で
あ
り
、
共
同
親
権
と
な
っ
た

場
合
も
同
様
の
取
扱
い
と
な
る
と
思
わ

れ
る
。
詳
細
な
情
報
が
な
い
の
で
、
今

後
、
国
か
ら
出
さ
れ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

や
関
係
通
知
に
基
づ
き
対
応
す
る
。

問
制
度
施
行
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
離
婚
協
議
時
に
お
け
る

親
権
、
養
育
費
、
面
会
交
流
等
の
合
意

形
成
が
複
雑
化
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
離
婚
や
Ｄ
Ｖ
に
関
す
る
専
門
相
談

体
制
の
充
実
や
公
正
証
書
作
成
費
補
助

の
検
討
は
で
き
な
い
か
。

答
離
婚
の
原
因
が
Ｄ
Ｖ
、
児
童
虐

待
等
の
場
合
は
、
現
在
こ
ど
も

家
庭
課
で
、
保
健
師
、
家
庭
相
談
員
が

相
談
を
受
け
、
必
要
に
応
じ
て
警
察
や
、

児
童
相
談
所
、
医
療
機
関
、
学
校
等
と

も
連
携
し
、
安
全
確
保
を
行
っ
て
い
る
。

離
婚
や
家
庭
内
不
和
に
よ
る
子
ど
も
の

発
達
・
情
緒
・
学
校
生
活
な
ど
不
安
に

寄
り
添
っ
た
支
援
を
心
が
け
て
い
る
。

公
正
証
書
作
成
費
補
助
は
現
在
予
定
し

て
い
な
い
。

問
制
度
施
行
に
伴
い
、
学
校
や
保

育
所
で
ど
の
よ
う
な
課
題
が
想

定
さ
れ
る
か
。
保
護
者
間
の
意
向
が
分

か
れ
る
場
合
や
、
お
迎
え
・
行
事
参
加

な
ど
の
対
応
は
ど
う
す
る
の
か
。

答
保
育
所
で
は
、
親
権
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
行
事
参
加
は
可
能

だ
が
、
監
護
者
の
同
意
を
原
則
と
し
て

い
る
。
児
童
の
引
渡
し
も
事
前
登
録
者

以
外
に
は
行
わ
な
い
。
学
校
で
も
、
進

路
面
談
や
緊
急
時
の
対
応
な
ど
、
家
庭

状
況
を
把
握
し
て
い
な
い
と
ト
ラ
ブ
ル

に
つ
な
が
る

こ
と
が
想
定

さ
れ
る
た
め
、

監
護
者
と
丁

寧
に
連
絡
を

取
り
あ
い
な

が
ら
対
応
し

て
い
く
。
い

ず
れ
の
現
場
で
も
、
児
童
生
徒
の
安

心
・
安
全
を
最
優
先
と
し
、
必
要
に
応

じ
て
関
係
課
と
連
携
し
な
が
ら
適
切
な

対
応
に
努
め
る
。

﨑山 華英 議員
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過
疎
対
策
に
つ
い
て

問
令
和
８
年
度
か
ら
５
か
年
計
画

で
次
期
の
旭
市
過
疎
地
域
持
続

的
発
展
計
画
が
作
成
さ
れ
る
。
特
に
重

点
を
置
く
事
業
を
伺
う
。

答
大
き
な
も
の
と
し
て
は
、
ひ
か

た
椿
小
学
校
の
改
修
工
事
な
ど

の
学
校
再
編
に
係
る
事
業
。
道
路
の
整

備
・
維
持
・
補
修
工
事
な
ど
の
土
木
関

連
事
業
。
ま
た
、
デ
マ
ン
ド
交
通
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
の

維
持
に
関
す
る
事
業
な
ど
が
あ
る
。

問
次
期
計
画
に
つ
い
て
、
移
住
・

定
住
に
つ
な
が
る
新
規
就
農
支

援
事
業
の
今
後
の
考
え
は
。

答
次
期
計
画
で
も
新
規
就
農
支
援

事
業
を
掲
げ
る
予
定
。
引
き
続

き
新
規
就
農
者
対
策
や
担
い
手
確
保
に

努
め
て
い
き
た
い
。

干
潟
地
域
の
学
校
再
編
に
つ
い
て

問
閉
校
す
る
こ
と
に
な
る
中
和
小

と
萬
歳
小
の
跡
地
に
つ
い
て
、

有
効
活
用
す
る
計
画
は
あ
る
か
。

答
市
で
は
旭
市
学
校
施
設
利
活
用

基
本
方
針
を
策
定
し
た
。
今
後
、

こ
の
方
針
を
踏
ま
え
て
、
地
域
の
意
向

に
配
慮
し
、
施
設
ご
と
に
利
活
用
計
画

案
を
作
成
す
る
予
定
。

道
路
の
整
備
に
つ
い
て

問
干
潟
地
域
入
野
の
ロ
ー
ソ
ン
か

ら
秋
田
の
広
域
農
道
に
つ
な
が

る
道
路
に
つ
い
て
、
大
型
車
両
の
通
行

が
多
い
た
め
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
ゆ
が

み
や
ひ
び
が
目
立
つ
。
こ
の
道
路
は

度
々
、
部
分
補
修
を
し
て
い
る
よ
う
だ

が
、
今
後
、
道
路
整
備
の
予
定
が
あ
る

か
伺
う
。

答
現
時
点
で
工
事
は
決
ま
っ
て
い

な
い
が
、
傷
み
の
激
し
い
箇
所

は
前
倒
し
て
修
繕
を
行
っ
て
い
る
。

問
ロ
ー
ソ
ン
か
ら
東
京
ガ
ス
の
バ

ル
ブ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
の
道

路
は
特
に
傷
ん
で
い
る
。
補
修
工
事
を

す
る
際
、
今
ま
で
の
工
事
と
内
容
を
変

え
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
厚
み
を
変
え
る

こ
と
な
ど
は
設
計
段
階
で
で
き
な
い
か
。

答
大
型
車
の
交
通
量
が
多
い
た
め
、

舗
装
の
ひ
び
割
れ
が
多
く
発
生

し
て
い
る
。
今
後
予
定
さ
れ
る
修
繕
工

事
で
、
舗
装
を
厚
く
す
る
こ
と
で
、
こ

れ
ま
で
よ
り
も
舗
装
が
も
つ
よ
う
に
な

り
、
補
修
の
回
数
も
減
ら
せ
る
も
の
と

想
定
さ
れ
る
。
費
用
や
効
果
を
十
分
に

検
討
し
、
設
計
に
反
映
し
て
い
き
た
い
。

太
陽
光
発
電
に
つ
い
て

問
森
林
を
伐
採
し
て
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
を
設
置
す
る
事
例
が
他
自

治
体
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
本
市
に

は
事
前
チ
ェ
ッ
ク
す
る
仕
組
み
や
、
規

制
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
あ
る
か
伺
う
。

答
太
陽
光
発
電
所
の
建
設
自
体
を

規
制
す
る
条
例
等
は
な
い
が
、

土
地
の
用
途
に
よ
っ
て
、
農
地
法
や
森

林
法
な
ど
に
よ
る
規
制
が
あ
る
。
ま
た
、

市
で
は
「
旭
市
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
電
設
備
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
昨
年
４
月
に
施
行

し
、
太
陽
光
発
電
所
の
適
切
な
設
置
及

び
管
理
に
つ
い
て
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

問
今
後
も
市
と
し
て
太
陽
光
発
電

を
推
進
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

答
一
般
家
庭
に
お
け
る
脱
炭
素
社

会
実
現
に
向
け
た
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
導
入
促
進
は
今
後
も
取
り
組

む
が
、
事
業
者
等
に
お
け
る
大
規
模
な

発
電
施
設
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
国
の

規
制
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み
に
注
視

し
な
が
ら
、
事
業
者
に
対
し
適
時
適
切

な
対
応
を
求
め
て
い
く
。

道
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

問
県
道
１
２
２
号
と
津
波
避
難
道

路
椎
名
内
西
足
洗
線
の
交
差
点

で
の
事
故
件
数
を
伺
う
。

答
令
和
５
年
３
月
31
日
に
供
用
が

開
始
さ
れ
、
現
在
ま
で
に
12
件

の
事
故
が
発
生
し
て
い
る
。

問
地
元
の
複
数
の
議
員
か
ら
も
信

号
機
の
設
置
や
事
故
対
策
の
要

望
が
出
さ
れ
て
い
る
。
信
号
機
以
外
の

事
故
対
策
は
何
か
あ
る
か
伺
う
。

答
交
差
点
内
の
区
間
に
カ
ラ
ー
舗

装
や
ド
ッ
ト
線
の
設
置
、
交
差

点
の
巻
き
込
み
部
に
黄
色
い
ク
ッ
シ
ョ

ン
ド
ラ
ム
や
車
線
分
離
標
を
設
置
し
、

ド
ラ
イ
バ
ー
に
注
意
喚
起
し
て
い
る
ほ

か
、
夜
間
の
安
全
対
策
と
し
て
道
路
照

明
灯
を
４
基
設
置
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦�

婚
姻
件
数
を
増
や
す
取
り
組
み
に
つ

い
て

ＱＲコードを読み取ると、質問した議員の録画映像がご覧いただけます。

永井 孝佳 議員

事故対策を行っている当該交差点

遠藤 保明 議員
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街
灯
、
防
犯
灯
設
置
の
充
実
に
つ
い
て

問
津
波
避
難
道
路
横
根
三
川
線
の

県
道
飯
岡
片
貝
線
か
ら
飯
岡
中

学
校
ま
で
に
、
道
路
照
明
灯
や
防
犯
灯
、

防
犯
カ
メ
ラ
な
ど
の
設
置
に
よ
る
安
全

対
策
の
計
画
は
あ
る
か
。

答
今
年
度
は
、
県
道
と
の
交
差
点

部
に
１
基
、
曲
線
部
に
２
基
の

道
路
照
明
灯
の
設
置
を
予
定
し
て
お
り
、

年
度
末
ま
で
の
完
成
を
目
指
し
て
い
る
。

問
防
犯
灯
の
設
置
は
、
地
域
に

よ
っ
て
差
が
生
じ
て
い
な
い
か
。

答
地
域
差
と
い
う
も
の
は
な
い
と

思
わ
れ
る
が
、
毎
年
の
区
長
会

総
会
に
て
全
地
域
の
区
長
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防

犯
灯
事
業
に
つ
い
て
の
申
請
期
限
、
灯

具
設
置
予
定
、
通
電
予
定
な
ど
の
案
内

を
し
て
い
る
。

問
防
犯
灯
設
置
ま
で
の
流
れ
を
伺

う
。

答
防
犯
灯
の
設
置
申
請
受
付
は
基

本
的
に
４
月
か
ら
８
月
末
日
。

そ
の
後
、
設
置
場
所
の
現
地
確
認
を
行

い
、
灯
具
の
設
置
は
翌
年
の
１
月
末
頃
、

通
電
は
３
月
末
頃
と
な
っ
て
い
る
。

乳
幼
児
の
虫
歯
予
防（
フ
ッ
素

塗
布
）の
充
実
に
つ
い
て

問
乳
幼
児
期
の
虫
歯
予
防
の
支
援

体
制
、
特
に
フ
ッ
素
塗
布
の
実

施
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答
１
歳
６
か
月
児
、
２
歳
児
、
３

歳
児
健
康
診
査
で
歯
科
診
察
を

実
施
し
、
２
歳
児
健
診
で
は
、
希
望
者

に
無
料
で
フ
ッ
素
塗
布
を
行
っ
て
い
る
。

永
久
歯
の
生
え
始
め
る
５
歳
頃
に
は
保

育
所
等
で
年
２
回
、
歯
科
衛
生
士
に
よ

る
巡
回
歯
磨
き
教
室
を
実
施
し
て
い
る
。

問
１
歳
か
ら
３
歳
児
を
対
象
に

フ
ッ
素
塗
布
の
無
料
券
を
配
布

し
、
定
期
的
な
フ
ッ
素
塗
布
を
行
っ
て

い
る
自
治
体
が
あ
る
。
予
防
、
ま
た
経

済
的
な
格
差
が
出
な
い
よ
う
本
市
で
も

無
料
配
布
は
で
き
な
い
か
。

答
定
期
的
な
フ
ッ
素
塗
布
へ
の
公

的
助
成
の
実
施
は
、
今
後
、
調

査
研
究
を
進
め
て
い
く
。

伊藤 春美 議員

津波避難道路横根三川線

市
の
発
展
の
た
め
に

問
女
性
が
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く

り
に
つ
い
て
、
我
が
国
で
は
、

長
い
間
男
性
社
会
と
言
わ
れ
て
き
た
が
、

法
律
や
政
策
の
後
押
し
な
ど
に
よ
り
、

こ
れ
か
ら
は
男
女
の
就
労
機
会
の
均
等

が
進
み
、
女
性
活
躍
の
場
が
広
が
っ
て

い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
女
性
活
躍

推
進
法
が
改
正
さ
れ
令
和
８
年
度
か
ら

女
性
管
理
職
の
比
率
な
ど
の
情
報
公
表

が
企
業
の
義
務
に
な
る
。
こ
れ
ら
に
対

し
て
、
市
で
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て

い
く
の
か
伺
う
。

答
女
性
が
能
力
を
最
大
限
に
発
揮

し
、
活
躍
で
き
る
環
境
を
整
備

す
る
こ
と
は
、
地
域
経
済
の
持
続
的
な

発
展
の
た
め
必
要
と
な
る
。
市
と
し
て

は
改
正
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
市
内
の

中
小
企
業
が
円
滑
に
対
応
、
推
進
で
き

る
よ
う
県
や
商
工
会
の
ほ
か
関
係
団
体

と
連
携
し
、
分
か
り
や
す
い
情
報
の
提

供
と
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

問
企
業
は
女
性
管
理
職
特
有
の
優

れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
の
高
さ
や
、
仕
事
を
円
滑
に
回
す
た

め
に
も
女
性
の
柔
軟
性
が
大
変
役
立
つ

と
大
き
く
評
価
し
て
い
る
が
、
残
念
な

が
ら
女
性
の
管
理
職
が
少
な
い
の
が
現

実
。
そ
の
理
由
の
一
つ
は
女
性
が
活
躍

し
や
す
い
環
境
が
整
っ
て
い
な
い
こ
と

が
あ
る
。
子
育
て
に
は
大
き
な
負
担
が

か
か
り
、
そ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
福
利

厚
生
は
十
分
で
な
く
、
そ
し
て
最
大
の

理
由
は
男
性
と
同
じ
よ
う
に
働
か
な
け

れ
ば
昇
進
さ
せ
な
い
と
い
う
日
本
の
人

事
制
度
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ

こ
で
、
市
内
の
中
小
企
業
者
に
対
し
市

の
政
策
と
し
て
有
望
な
企
業
を
育
成
さ

せ
る
た
め
、
人
材
育
成
す
る
た
め
の
人

件
費
の
補
助
、
経
営
者
へ
の
助
言
な
ど

を
対
象
に
し
た
補
助
金
な
ど
で
市
が
支

援
す
れ
ば
女
性
が
安
心
し
て
働
け
る
環

境
が
整
っ
て
い
く
と
思
う
が
、
市
の
考

え
を
伺
う
。

答
人
材
育
成
の
た
め
の
人
件
費
補

助
や
経
営
者
へ
の
助
言
を
対
象

と
し
た
補
助
金
に
よ
る
支
援
は
、
女
性

が
安
心
し
て
働
け
る
環
境
整
備
を
後
押

し
す
る
有
効
な
手
段
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
ま
た
、
提
案
の
あ
っ
た
助
成

事
業
は
企
業
の
成
長
と
女
性
活
躍
支
援

を
両
立
さ
せ
る
施
策
と
な
り
う
る
の
で
、

持
続
可
能
で
効
果
的
な
支
援
に
つ
い
て

研
究
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦�

テ
レ
ワ
ー
ク
就
業
入
門
＆
デ
ジ
タ
ル

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て

宮澤 芳雄 議員
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兼
業
農
家
の
育
成

問
兼
業
農
家
や
新
た
な
就
農
者
に

対
す
る
支
援
と
し
て
、
千
葉
県

一
の
農
業
生
産
額
を
誇
る
旭
市
な
の
で
、

予
算
を
つ
け
て
も
い
い
と
思
う
が
、
考

え
を
伺
う
。

答
国
・
県
、
Ｊ
Ａ
な
ど
の
関
係
機

関
と
連
携
し
な
が
ら
、
兼
業
農

家
の
育
成
に
取
り
組
む
な
ど
、
多
様
な

形
で
の
農
業
に
関
わ
る
人
材
を
確
保
し
、

地
域
農
業
の
持
続
的
な
発
展
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

銀
座
通
り
の
活
性
化

問
銀
座
通
り
商
店
街
の
賑
わ
い
創

出
に
つ
い
て
、
空
き
店
舗
の
活

用
や
新
た
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答
銀
座
通
り
の
活
性
化
に
つ
い
て

は
、
も
と
も
と
あ
る
店
舗
、
力

と
い
う
か
魅
力
は
あ
る
と
思
う
。
そ
う

い
っ
た
店
舗
を
ま
ず
し
っ
か
り
閉
店
し

な
い
よ
う
に
存
続
、
発
展
し
て
も
ら
う

た
め
の
支
援
に
つ
い
て
、
商
工
会
な
ど

と
連
携
し
て
支
援
し
て
い
く
。
ま
た
、

今
、
活
用
し
て
い
る
空
き
店
舗
活
用
事

業
、
こ
ち
ら
は
興
味
の
あ
る
方
は
で
き

る
だ
け
使
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
周
知
し
、

先
進
地
の
事
例
を
調
査
し
な
が
ら
、
視

察
が
必
要
な
と
こ
ろ
は
視
察
し
な
が
ら

調
査
研
究
し
て
、
駅
前
通
り
の
活
性
化

に
向
け
て
推
進
し
て
い
き
た
い
。

人
口
減
対
策

問
広
報
に
毎
回
の
人
口
増
減
が

出
て
い
る
。
11
月
は
ち
ょ
う

ど
1
0
0
人
減
っ
て
い
る
。
３
月
は

2
7
5
人
減
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
１

年
に
1
0
0
0
人
以
上
は
減
っ
て
い
る
。

団
塊
の
世
代
が
一
斉
に
高
齢
を
迎
え
る

の
で
、
物
す
ご
い
勢
い
で
減
る
は
ず
で

あ
る
。
自
然
増
減
は
防
げ
な
い
だ
ろ
う

が
、
社
会
増
減
、
要
す
る
に
転
出
者
が

多
い
。
そ
の
た
め
、
転
入
者
を
増
や
す

た
め
の
、
社
会
増
減
の
状
況
を
踏
ま
え

て
の
対
応
を
伺
う
。

答
少
子
化
、
高
齢
化
の
問
題
に
つ

い
て
は
旭
市
に
限
っ
た
話
で
は

な
い
が
、
今
年
度
か
ら
第
３
期
総
合
戦

略
を
策
定
し
、
様
々
な
事
業
を
行
っ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
事
業
を
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
少
し
で
も
人
口
減
少
に
歯
止

め
が
か
か
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
る
。

ま
た
、
転
入
者
を
増
や
す
政
策
と
し
て

は
、
今
、
大
き
な
も
の
と
し
て
は
定
住

促
進
奨
励
金
等
を
使
っ
て
市
外
か
ら
人

を
呼
び
込
も
う
と
い
う
の
が
代
表
的
な

事
業
か
と
思
う
。

小
学
校
の
通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

問
干
潟
小
学
校
は
、
明
治
川
に

沿
っ
た
市
道
に
ゾ
ー
ン
30
の
標

示
が
あ
り
、
一
部
区
間
の
み
歩
道
部
分

が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
道
路
の
整

備
を
早
急
に
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。

答
当
面
の
安
全
対
策
と
し
て
、
グ

リ
ー
ン
ベ
ル
ト
や
ラ
バ
ー
ポ
ー

ル
を
設
置
し
、
歩
行
者
の
通
行
空
間
を

明
確
に
し
た
い
。
ゾ
ー
ン
30
の
緑
色
の

路
面
標
示
の
再
塗
装
も
進
め
て
い
く
。

会
計
年
度
任
用
職
員
の
保
育

士
逮
捕
に
つ
い
て

問
７
月
の
保
育
士
逮
捕
事
件
に
つ

い
て
伺
う
。
７
月
28
日
に
不
起

訴
処
分
と
な
り
、
９
月
25
日
ま
で
に
、

弁
明
機
会
付
与
通
知
書
の
提
出
を
求
め

て
き
た
が
、
こ
の
職
員
を
分
限
及
び
懲

罰
委
員
会
に
か
け
る
の
か
。

答
不
起
訴
に
な
っ
た
の
で
処
分
に

な
ら
な
い
の
で
は
、
と
の
こ
と

だ
が
、
不
起
訴
と
無
罪
と
は
意
味
合
い

が
異
な
り
、
不
起
訴
に
な
っ
た
か
ら
と

い
っ
て
無
罪
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

不
起
訴
と
懲
戒
処
分
も
違
う
も
の
で

あ
っ
て
、
懲
戒
処
分
と
い
う
の
は
職
員

の
義
務
違
反
、
信
用
失
墜
行
為
や
全
体

の
奉
仕
者
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
行

為
な
ど
に
対
し
て
、
任
命
権
者
が
公
務

員
に
対
す
る
秩
序
を
維
持
す
る
目
的
を

も
っ
て
職
員
に
科
す
る
も
の
で
あ
る
。

仁
玉
川
改
修
事
業
に
つ
い
て

問
令
和
５
年
12
月
議
会
の
一
般
質

問
で
取
り
上
げ
て
か
ら
２
年
３

か
月
が
過
ぎ
た
仁
玉
川
の
現
在
の
状
況

に
つ
い
て
伺
う
。

答
仁
玉
川
の
２
期
工
事
の
状
況
に

つ
い
て
は
、
令
和
６
年
度
に
事

業
申
請
人
と
な
る
大
利
根
土
地
改
良
区

に
よ
る
事
業
計
画
概
要
書
が
作
成
さ
れ
、

現
在
事
業
の
実
施
主
体
と
な
る
県
が
事

業
計
画
を
作
成
し
て
い
る
。

水
道
料
金
の
収
支
計
画
に
つ
い
て

問
７
月
に
開
催
さ
れ
た
水
道
事
業

運
営
協
議
会
に
お
い
て
、
令
和

12
年
度
を
目
安
に
料
金
の
30
％
値
上
げ

が
必
要
と
な
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
よ

う
だ
が
、
具
体
的
な
内
容
を
伺
う
。

答
試
算
の
結
果
、
今
後
の
見
通
し

と
し
て
収
益
的
収
支
は
令
和
12

年
度
に
赤
字
が
生
じ
、
資
本
的
収
支
が

令
和
13
年
度
以
降
の
補
填
財
源
を
確
保

で
き
な
い
状
況
と
な
り
、
こ
の
収
支
均

衡
を
図
る
た
め
に
は
30
％
増
の
料
金
改

定
が
必
要
で
あ
る
と
説
明
を
し
た
。

松木源太郎 議員

木内 欽市 議員

ＱＲコードを読み取ると、質問した議員の録画映像がご覧いただけます。
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※�あさひ議会だよりは、グリーン購入法に基づく基本方針の判断基準を満たす用紙、誰にでも読
みやすいUD（ユニバーサルデザイン）フォント、環境にやさしい植物油インキを使用しています。

本紙で気になった
用語を解説するよ！

あさピーが解説

気になるあの用
・ ・

語

Ａ　議員は公正な立場で案件の審議にあたるべきで
あるが、自己や血縁者などの関係する案件の審議

にあたっては公正な判断は困難であることから、関係
のある議員をその案件の審議に参与させず、関係のな

い他の議員により公正な審議を行うための制度である。
　具体的には、その案件が議題になってから、表決が
終わるまで議場から退場しなければならない。これは
在席していることで他の議員の公正な判断を妨げるお
それがあるからである。

掲載は４ページQ除
じょ

斥
せき

ってな～に？

第１回定例会の予定

いずれも10時から開催予定です。
日程は変更となる場合もありますので、ホーム
ページ等でご確認ください。

日 月 火 水 木 金 土
2/15 16 17 18 19 20

開会

21

22 23 24 25 26 27

議案質疑

28

3/1 ２

一般質問

３ ４

一般質問

５ ６
予算審査
特別委員会

７

８ ９
予算審査
特別委員会

10
予算審査
特別委員会

11 12
建設経済
常任委員会

13
文教福祉
常任委員会

14

15 16
総務
常任委員会

17 18 19

閉会

20 21

（２月20日～３月19日） 林 

晴
道
議
員
　
逝
去

　
令
和
８
年
１
月
14
日
に
林
晴
道

議
員
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　
林
晴
道
議
員
は
平
成
25
年
12
月

に
旭
市
議
会
議
員
選
挙
に
初
当
選

し
、
市
政
の
発
展
の
た
め
に
ご
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
間
、
第
17
代
旭
市
議
会
副
議
長
や
議
会
運
営
委
員
会
委
員

長
、
文
教
福
祉
常
任
委
員
会
委
員
長
な
ど
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
ま

し
た
。

　
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旭
市
議
会
議
長　
　
宮
内　
保

２月６日　議員研修会を開催！！
　２月６日に旭市役所４階委員会室において、株式会社廣瀬行政研究
所代表取締役で元全国市議会議長会法制参事の廣瀬和彦氏を講師とし
てお招きし、議員研修会を開催しました。
　この研修会では、議会における質疑と質問の違いや目的、質問でき
る範囲など、質疑・質問についての留意点のほか、効果的な一般質問
を行うための７つの手法について、具体例を交えながら理解を深めま
した。
　また、討論の意義や懲罰の要件など、議会の基本を学んだほか、議
会内外で問題となりえるハラスメントについても、どういったハラス
メントがあるのか、パワハラの３要件やセクシャルハラスメントの種
類、ハラスメント防止にあたっての措置など、議員として気を付けな
ければならない行為や言動について確認しました。
　研修で得た知見を今後の審議等に反映し、より分かりやすく、円滑
で充実した実効性のある議論につなげていきます。

議会の基本について講習を受ける

行政評価の問題点指摘について質問
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